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保 幼 小 連 携 だ よ り No.1９
保幼小連携だよりでは、『宗像市幼児教育振興プログラム』に基づく保育所・幼稚園・認定こども園と小学校・

義務教育学校との連携のための取り組みを紹介します。（市のＨＰにも掲載しています。）

わらべうた ♪やなぎのしたには～♪
心地いいリズムで、ぬくもりを感じながら
他者信頼心と自己信頼心を育むことができる

〇第２回 幼児教育と小学校教育の円滑な接続に関する研修会
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９月２０日に宗像市役所で宗像市保育所保育士・幼稚園教諭・保育教諭・小学校教諭研修会を開催しま

した。対象者は市内の保育園・幼稚園・認定こども園の年長児担任、小学校の一学年担任を中心に３７名

が参加しました。

福岡教育大学教育学部 石上洋明氏を講師に迎え、「子どもの文化と環境を視点とした連携・接続」と

いうテーマの講義と意見交換を行いました。また、福岡教育大学 非常勤講師の奥村智美氏には、アイス

ブレイクでわらべうたを紹介していただきました。

動画や事例を通して、様々な視点で意見交換をすることができ、保幼認小の相互理解を図り、幼児教育

及び学校教育の充実を図る研修となりました。

一つの事例について、気づいたことや疑問
など、じっくり意見交換をする先生方

～参加者の声～

・子どもたちの主体性を大切にし、教えすぎず、学び

を大切にしていきたいと感じた。

・ダンゴムシの飼育の事例から、子どもの興味を引き

出していく先生の関わり方がとても勉強になった。

保育所・幼稚園・認定こども園の先生より 小学校・義務教育学校の先生より

・過剰に教えすぎることは、子どもたち自身の学びを

止めてしまうことに改めて気づかされた。

・大人の当たり前は子どもの大発見という視点で子ども

たちの「なぜ？」を引き出すような声かけをしたい。

アイスブレイクでは、先生同士が触れ合う
ことで、緊張がほぐれ笑顔の先生方

教えの過剰は
学びの過小

せっかく作ったどろだんごに…
「あ！ひびが…。」「…でもね。」
またやりなおせばだいじょうぶ－♪
なんどでもできるんだ－♪

遊びの体験から学んでいる子どもたち！

～ぴかぴかのどろだんごの歌詞より～



保幼小連携だより

１１月１２日に玄海ゆりの樹幼稚園で宗像市保育所保育士・幼稚園教諭・保育教諭・小学校教諭研修会

を開催しました。対象者は市内の保育園・幼稚園・認定こども園の年長児担任、小学校の一学年担任を中

心に２７名が参加しました。

参観の前に、玄海東小学校教諭大塚先生に、３つの視点、①話す②聞く③文字や数字に興味をもつ

について、説明していただきました。

保育参観と意見交換を通して、保育所・幼稚園・認定こども園・小学校・義務教育学校における教育、

保育活動についての相互理解を図ることができました。

〇第３回 幼児教育と小学校教育の円滑な接続に関する研修会

３つの視点の感想

～３つの視点～
①話す
②聞く
③文字や数字に興味をもつ

主に３つの視点で参観いただくことで、
意見交換の時間が大変意義な時間とな
り、園と小学校の相互理解を図ること
ができました

令和６年度は、１年生の担任の先生が入学式の前に園の様子を見られるよう、

初めて４月に実施しました。

小学校の先生の訪問人数は15人。参加された先生からは、園で過ごしている

子どもたちの姿や保育者の関わり方を見ることができてよかったという声が

ありました。

※令和７年度も４月に保育の日を実施する予定です！

保育参観では、10種類
の保育活動の中から、
自分がやってみたい！と
思った活動を自分で選ん
で体験しました。
※ゆりの樹幼稚園では、
ドリカムタイムという。

子どもたちが自分で選んで、自分のやりたい
遊びができる環境がとても良いと思った！と
いう先生の声がたくさんありました

わあ～！おいもがほれたよ！と
うれしそうに見せてくれる子ども
たち

①話す…先生方が子どもたちの発言を肯定し、受け止める
ことで、安心して発言できていた。

②聞く…保育者の速さ、声の大きさ、話し方で子どもの聞く
姿勢が変わってくる。

③文字や数字に興味をもつ…活動中に、自然と数字や文字に
触れていることがとてもよいと思った。

保育の日とは…
宗像市では、保育所・幼稚園・認定こども園・
小学校・義務教育学校の先生が保育所を訪問し
自由に参観することができる「保育の日」を
設定しています。
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